
平成２８年度がん検診精度管理等調査（肺がん検診）に係る 

追加調査の結果について 
 

 

１ 調査を実施した経緯 

がん検診精度管理調査における「がん検診事業評価のためのチェックリスト」に記載

されている項目のうち，未充足項目について分析する中で，肺がん部会において見えて

きた課題について，追加調査を実施したもの。 

 

 

２ 肺がん部会からの意見の内容 

（１）受診者への配布資料における禁煙指導等の普及啓発について 

検診実施機関用のチェックリストにおいて当該項目の未充足が続いているため，

県内における実態把握の調査を行うべき。 

 （２）精密検査先医療機関の一覧表の提示の有無，掲載要件等について 

当該項目について，未充足である市町村が散見されているが，他県では精密検

査先医療機関の掲載要件等の設定が困難な状況であり，県内における実態把握の

ため調査を行うべき。 

 

 

３ 実施概要 

実施時期：平成２９年５月 

対 象：県内３５市町村 

調査項目： 

（１）受診者への配布資料における禁煙指導等の普及啓発について 

・ 受診者に配布している「受診者への説明」について，記載内容を確認 

（２）要精密検査者に示す精密検査機関の一覧への掲載要件について 

   ・ 一覧に掲載するに当たり市町村が設けている要件や一覧の提示についての

課題を調査 

 

 

４ 調査結果 

 （１）受診者への配布資料における禁煙指導等の普及啓発について 

・ 受診者への配布資料について，「受診者への説明の全項目が記載されている又

は記載する予定」と回答している団体の説明資料 

→ 禁煙指導の普及啓発に関する項目が記載されていない団体が見られた。 

・ 禁煙指導の普及啓発資料の記載内容 

→ 禁煙指導の記載方法にはばらつきが見られた。 

 

 

資料１ 



 

（２）要精密検査者に示す精密検査機関の一覧への掲載要件について 

チェックリストで求められている精密検査先一覧の提供は，ほぼ半数の市町村

が実施。 

・一覧を提供している団体 

→ 指定箇所数が「１か所であるがかかりつけ医でも可」としている団体が多

く見られた。 

    ・一覧を提供していない団体 

     → 受入れ可能な精密検査機関が１か所しかないなど，実質的に精密検査機関

が限定されることを理由に提供しない団体が多く見られた。 

・自団体内や周辺の市町村に，肺がんを専門的に診療する医療機関がない，もし

くは少ないため，精密検査を検診機関に頼らざるを得ないという実情が浮き彫

りになった。 

 

 

５ 調査結果を踏まえた対応 

市町村生活習慣病予防対策担当者会議において，市町村における個別の事例や，国立

がん研究センターが作成している，がん検診受診者への配布資料（禁煙指導のための説

明資料）の雛形を示し，実態の共有・周知を行った。 

本調査により把握した実態については，今後の精度管理調査に反映させていくととも

に，課題については肺がん部会において検討していくこととする。 

  


